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書写における毛筆につながる「六度法」による硬筆の指導（工藤）
I．「小学校学習指導要領解説国語編」（平成 29年 6月）における書写の位置
「小学校学習指導要領解説国語編」（平成 29年 6月）（以降「解説」）によると、「国語科の内容」に
おいて、書写は「知識及び技能」の「わが国の言語文化に関する事項」に位置づけられ、「各教科等
の学習活動や日常生活に生かすことのできる書写の能力を育成する」とされている。具体的には「姿
勢」、「筆記具の持ち方」、「点画や一文字の書き方」、「筆順」、「文字の集まりの書き方」、「筆記具の選
択」等の内容になる。児童・生徒が日常使う筆記用具として、主として鉛筆・ボールペンが考えられる。
まず硬筆でしっかり書き、その延長で毛筆を使えることが重要である。
以下に、「解説」における書写の指導事項を示す。
表 1　「解説」の「書写の指導事項」（文部科学省、2017）
第 1学年及び第 2学年 第 3学年及び第 4学年 第 5学年及び第 6学年
（ア） 姿勢や筆記具の持ち方を正
しくして書くこと。
（イ） 点画の書き方や文字の形に
注意しながら、筆順に従っ
て丁寧に書くこと。
（ウ） 点画相互の接し方や交わり
方、長短や方向などに注意
して、文字を正しく書くこ
と。
（ア） 文字の組立て方を理解し、
形を整えて書くこと。
（イ） 漢字や仮名の大きさ、配列
に注意して書くこと。
（ウ） 毛筆を使用して点画の書き
方への理解を深め、筆圧な
どに注意して書くこと。
（ア） 用紙全体との関係に注意し
て、文字の大きさや配列な
どを決めるとともに、書く
速さを意識して書くこと。
（イ） 毛筆を使用して、穂先の動
きと点画のつながりを意識
して書くこと。
（ウ） 目的に応じて使用する筆記
具を選び、その特徴を生か
して書くこと。
「解説」の「書写の指導事項」においても、「第 1学年及び第 2学年」で、「姿勢」、「筆記具の持ち方」、「点
画や一文字の書き方」、「筆順」、「点画相互の接し方や交わり方」、「長短」、「方向」等の基礎を学習し、「第
3学年及び第 4学年」で「形を整えて書くこと」、「大きさ、配列に注意して書くこと」、と共に毛筆の
使用と毛筆の「筆圧」の意識することも設定される。「第 5学年及び第 6学年」で「用紙全体との関係」
から「形を整えて書くこと」、「文字の大きさや配列などを決める」こと、「書く速さを意識して書く
こと」、毛筆の「穂先の動きと点画のつながり」、目的に応じた筆記用具の選択が求められる。
II．「六度法」という美しい字を書く技術
毛筆につながる、硬筆の基礎である「姿勢」、「筆記具の持ち方」、「点画や一文字の書き方」、「筆順」、
「点画相互の接し方や交わり方」、「長短」、「方向」「形を整えて書くこと」、「大きさ、配列に注意して
書くこと」、「文字の大きさや配列などを決める」ことについて、富澤（2004）は『六度法ノート』と
いう著書において、「右上がり六度法」、「右下重心法」、「等間隔法」という有効な技術を示している。
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表 2　「六度法」における 3つの技法（富澤、2004）
右上がり六度法
横の線（横画）を水平面に対して六～七度の角度で右上がりに引く技法。点画の
書き出し（始筆）の位置も同じように右上がりに配置。
右下重心法
文字の右下部に重心をかける技法。これによって右上がり六度法とのバランスを
とる。
等間隔法 同じ方向に向かう点画の間隔を等しくする技法
更に、「大きさ、配列に注意して書くこと」、「文字の大きさや配列などを決める」について、次の
ような提案をしている。
表 3　縦書き・横書きをきれいに書くコツ（富澤、2010）
縦書き
①画数の多い漢字を大きく、画数の少ない漢字と平仮名・片仮名は小さく書く
②平仮名は、縦長・幅広・サイズのメリハリを付けて書く
③文字列の中心線と通して書く
横書き
①文字を右上がり六度線にのせて書く
②文字の配列を「中心揃え」か「下線揃え」のどちらかにする
③幅広平仮名の位置取りに留意する
III．「六度法」での硬筆指導の実際と感想
1．「六度法」での硬筆指導の実際
「六度法」での硬筆指導は、1回の授業で行った。「表 1」の「第 5学年及び第 6学年」の「（ウ）」
にあるように、使用目的に応じて筆記用具を選び、筆記用具の特徴を生かして書くことを指導事項と
している。現代の日本人は、一般的に日常において、鉛筆かボールペンで横書きに書くことを考える
と、この授業でも、ボールペンで横書きで書くところまで指導する必要性を考え、「表 4」にあるよう
に、5番目の学習として、「横書きをきれいに書くコツと練習」を設定した。
表 4　「六度法」での硬筆授業の内容
①学習指導要領での「書写の指導」
②文字の基本点画の呼び方と用語
③「六度法」のまとめと練習
④縦書きをきれいに書くコツと練習
⑤横書きをきれいに書くコツと練習
2．「六度法」での硬筆指導の感想
1）六度法で書いた感想
「六度法」で書いた感想は、「いい感じ、普通、いまいちな感じ」の 3件法によるアンケートと、自
由記述によった。「いい感じ」を選んだ 13名は、「綺麗に書ける」「書きやすい」「バランスが良くなる」
「丁寧に書ける」「改善した」等の肯定的な記述となった。「普通」を選んだ 14名は、「綺麗に書けた」
という肯定的な記述、「いつもと変わらない」「書きにくい字もあった」「綺麗になるが時間がかかる」
という肯定と否定を感じている記述、「斜め六度に引かれた線を気にするのが書きにくかった」とい
う否定的な記述が見られた。「いまいちな感じ」を選んだ 2名は、「書きにくい」という否定的な記述だっ
た。全体として、「六度法」の肯定的な面を感じている学生が多く、文字を綺麗に書くことを意識す
るきっかけを持てたといえる。
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1 いい感じ 13 44.8％
2 普通 14 48.3％
3 いまいちな感じ 2 6.9％
図 1　六度法で書いた感想の割合
表 6　六度法で書いた感想の記述
1
・お手本を見ながら書くときに書きやすく、綺麗な文字が書ける。
・真っ直ぐ線を引くのではなく、少し斜めに引いた方が綺麗に書くことができたから。
・字が綺麗に見える。
・書きやすい。
・六度右斜め上で書くと綺麗に見えたから。
・斜めにするという概念がなかったのでなるほどと思いました。
　いつもとても汚いが、少しは改善したと思いました。
・六度法は知らなかったので意識して書いてみると綺麗にかけて嬉しかったから。
・下に斜めの線が書いてあると自然と文字が斜め上にいって書きやすかったです。
・少し工夫するだけでバランスが良くなる。
・まとまって綺麗に見えるから。
・六度法を気にして書くと、筆順を気にして丁寧に書けるから。
・まとまって綺麗に見えるから。
・普段と違った書き方で綺麗に見えた。
2
・六渡法を利用して引かれた線と線の幅の広さによる。
　幅が広すぎ、幅が狭すぎで、両方とも書きづらかった。
・角度をいちいち気にするのは少し書きにくく感じた。
・線が多すぎて線を数えて書くのが大変だったから。
・できたりできなかったりした。
・イマイチよくわかりません。
・今の自分の書いている字よりも、綺麗に書けました。
・いつもとあまり変わりが感じられなかった。
・斜めに紙を置いて書くことが多いのであまりいつもと変わらない気がした。
・書きやすい字もあったが、書きにくい字もあったから。
・いつもよりは綺麗に書けたが時間がかかる。
・今まで意識してなくて難しいので失敗すると汚くなってしまう。
・この書き方になることが多いので普通です。
・普段使っている書き方があったので、馴染みやすかった。
・綺麗に書ける時もあればあまり綺麗に書けない時もあるから。
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3
・線が斜めで書きにくい。
・書きにくかったので。
2）縦書きで、平仮名を小さめにしたり、縦長にしたりしたときの感想
「縦書きで、平仮名を小さめにしたり、縦長にしたりしたときの感想」で書いた感想は、「いい感じ、
普通、いまいちな感じ」の 3件法によるアンケートと、自由記述によった。「いい感じ」を選んだ 22
名は「綺麗に見える」「バランスが良く見える」「平仮名が書きやすい」等の肯定的な記述となった。「普
通」を選んだ 5名は、「バランスがとれる」という肯定的な記述、「いつもそう意識している」という
通常の感覚を感じている記述、「漢字が慣れない」という否定的な記述が見られた。「いまいちな感じ」
を選んだ 2名は、「普段そう書いていないから違和感がある」「漢字も平仮名も同じ大きさで書き慣れ
ている」という否定的な記述だった。全体として、「縦書きで、平仮名を小さめにしたり、縦長にし
たりする」ことに関して肯定的な面を感じている学生が多く、縦書きで文字を綺麗に書くことを意識
するきっかけを持てたといえる。
1 いい感じ 22 75.9％
2 普通 5 17.2％
3 いまいちな感じ 2 6.9％
図 2　縦書きで、平仮名を小さめにしたり、縦長にしたりしたときの感想の割合
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表 7　縦書きで、平仮名を小さめにしたり、縦長にしたりしたときの感想の記述
1
・ 意識して書かないと難しいが、縦書きで平仮名を小さくすれば、漢字と平仮名が同じ大き
さで
・書いてある縦書きの文章よりそれぞれ 1文字が綺麗に見えるから。
・字のバランスが悪くても、文全体のバランスが良く見えるから。
・平仮名を小さくし、漢字を大きくすると綺麗に見えるような気がすると思ったから。
・平仮名を小さめ、縦長に出来た。
・文字のバランスが良くて読みやすい。
・見栄えが良く、綺麗に見えたから。
・たしかにバランスは揃うのでいい感じです。
・バランスが良く見えて字が綺麗に見える。
・平仮名を小さくした方が漢字は綺麗に見えるように思うから。
・その方がバランスよく綺麗に見える。
・ 今まで平仮名と漢字の大きさが同じになりがちだったが、今回の授業で漢字は大きく、平
仮名は小さく書くと綺麗に書けることを学んだので、これから意識していきたいと思った。
・綺麗に書けました。小学生の時、とても硬筆が好きで、なぜだろうと思っていたら、
　 先生のお手本を真似することが上手だったからだと思いました。漢字は大きく、平仮名は
小さく書くということを、しっかりと覚えておきたいです。
・ 文字のバランスがよく、読みやすいから。また、いつもは平仮名が主張しすぎていること
がわかった。
・バランスが良く見えていつもより綺麗に見えるから。
・バランスが良い感じがした。
・習字を習っている友達の字に似て綺麗だったから。
・バランス良く、綺麗に見えるから。
・バランスが良く見えるから。
・バランスが取りやすいから。
・バランスが良く見えるから。
・平仮名が特に書きやすく感じました。
・綺麗に見える。
2
・いつも書く時に、そう意識して書いているから。
・真ん中に線が書いてあればまだ大丈夫ですが、ずれていく時があるからです。
・漢字が慣れていなくて書きにくいのでどうしても難しいと思う。
・いつも平仮名を若干小さくしているので違和感なく書けたから。
・漢字と平仮名のバランスが取れていて良いと思った。
3
・普段そういうのを意識して書かないので、違和感があったからです。
・普段、漢字も平仮名も同じ大きさで書いているので違和感があった。
3）横書きにおける「中心揃え」または「下線揃え」の好み
「横書きにおける「中心揃え」または「下線揃え」の好み」で書いた感想は、「中央揃え、下線揃え」
の 2件法によるアンケートと、自由記述によった。横書きは、現在の文字を書くときの最も当たり前
の記述方法である。「中央揃え」を選んだ 14名は、「書きやすい」「バランスが取りやすい」「綺麗に
見える」等の感想で支持があった。「下線揃え」を選んだ15名は、「バランスがとれる」「綺麗に見える」「そ
ろえやすい」等の感想で支持があった。全体として、「中央揃え」と「下線揃え」の支持はほぼ拮抗し、
自分の筆記履歴に沿っているようであった。どちらが好みにせよもう一方の書き方を意識できたこと
で、自分の好みの書き方を対象化でき、更に文字を綺麗に書くことを意識するきっかけを持てたとい
える。
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1 中心揃え 14 48.3％
2 下線揃え 15 51.7％
図 3　横書きにおける「中心揃え」または「下線揃え」の好みの割合
表 8　横書きにおける「中心揃え」または「下線揃え」の好みについての記述
1
・中央揃えの方が書きやすかった。
・中心に線があることで文字の中心バランスが取りやすい。
・まっすぐ書ける気がします。
・字のバランスと全体のバランスを整えやすいから。
・中央揃えで書いた方が書きやすく、下線揃えで書いた字より綺麗に書けた気がしたから。
・全体的に下に合わせるよりも、真ん中の方が書きやすくバランスが良かったから。
・中心揃えのほうが書きやすく、いつも使っている書き方だから。
・いつもノートなどに字を書く時に中心揃えになっていることが多いから。
・真ん中に揃えた方が見やすいと思うから。
・全体的に綺麗に見えるから。
・線があるから大きさがわかる。
・中心揃えに慣れていて、下線揃えに違和感があるから。
・実際に書いてみて中心揃えのほうが書きやすく感じたから。・
・芯が通っていて丁寧にみえるから。
2
・単純に下線をもとに書いたほうが簡単だと感じたから。
・下に線がある方が、斜めになりにくい。字のバランスが取りやすい。
・中央揃えで書くとどんどん文が右上がりになってしまったから。
・文字の位置が揃うため、綺麗に見えるから。
・ずっと習慣的に下線揃えだったので、横書きでの中央揃えは難しく感じます。
・下線揃えの方が、バランスが良く書けるからです。
・下線揃えの方が、一直線に書きやすいから。
・漢字のどの部分を真ん中に合わせようと考えると難しく感じるから。
・まっすぐに書くのが不得意で、下に線がある方が後に伸ばしたら綺麗になるので、
　下線揃えの方が得意です。
・下に揃える方がやりやすかったです。
・中心揃いだとだんだん右上がりになってしまうから。
・下線揃えの方が合わせやすいから。
・中央線があっても結局目安にしなかったので、下に合わせる方が書きやすいです
・ノートに文字を書くときは下線揃えで書いているので違和感があった。
・揃えやすいから。
81
書写における毛筆につながる「六度法」による硬筆の指導（工藤）
4）今後の六度法の使用希望
「今後の六度法の使用希望」は、「使いたい、たまには使いたい、使いたくない」の 3件法によるア
ンケートと、自由記述によった。「使いたい」を選んだ 12名は「綺麗に書ける」「文字を上手に書き
たい」「綺麗に見えるので楽しくなる」「まとまりがあるように見える」等の肯定的な記述となった。「た
まには使いたい」を選んだ 14名は、「綺麗に書ける」という肯定的な記述、「時間のあるときに使い
たい」という一部肯定的な記述が見られた。「使いたくない」を選んだ 3名は、「難しそう」「バラン
スがとれない」という否定的な記述であった。全体として、「今後の六度法の使用」について、肯定
的に考えている学生が多く、文字を綺麗に書くことを意識するきっかけを持てたといえる。
1 使いたい 12 41.4％
2 たまには使いたい 14 48.3％
3 使いたくない 3 10.3％
図 4　今後六度法を使用する気持ちがあるかどうかの割合
表 9　今後六度法を使用する気持ちがあるかどうかの記述
1
・字が汚いので、少しでも上手に書けているように見せたいから。
・子供っぽい字なので大人っぽい字になれるように六度法を使っていきたいと思いました。
・綺麗に書けるから。
・字を綺麗に書けるようになるから。
・斜めにするというシンプルな作業で、綺麗に見えたので、もっと使っていきたいです。
・字が見やすく書けるから。
・文字を上手に書けるようになりたいので練習しようと思います
・同じ字でも意識するだけで綺麗に見えるから。
・あまり意識するとまだ慣れていないので、違和感があるかもしれないが、
　まとまりのあるように見えたから。
・文字が汚くて書くのが嫌だったが、綺麗に見えるので書くのが楽しいと思った。
・漢字をもっと綺麗に書けるかな。
・意識して使ってみます。
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2
・ 私は書きにくく感じたが、六度法を使って字が綺麗になったという例があるから、使って
みたい。
・ 六度法でスラスラと書けるようになったら字が綺麗に書けるようになったということなの
かと思ったから。
・字のバランスが変になる時があるので、その時に使いたい。
・綺麗な文字を書くときに便利。
・普通の書き方と比較してみたいです。
・授業中に六度法を意識して書いていると、そちらに集中してしまうので、
　時間があったら練習します。
・綺麗には書けるから。
・六度法をもう少し練習してみたい。
・綺麗に見える字は今後も使っていきたい。
・毎回だとちょっとしんどいと思ったから。
・ゆっくり字を書く時間があるなら練習して、綺麗に書けるようになりたいから。
・普段通りの書き方が好きだから。時々違う書き方をしたいときに使えば良いと思ったから。
・あまり文字を書く機会が少ないから何とも言えない。
・ゆっくりと時間のある時には使いたい。
3
・ 児童にとって調度いいような六度法を利用して引かれた線の濃さ、線と線との幅の調整が
難しそうだから。
・六度法を意識して字を書きたくないから。
・書けない。バランスがおかしくなるから。
IV．「六度法」での硬筆指導の課題
「六度法」での硬筆練習に関して、学生は肯定的な反応が多く、文字を書くときに無意識に書くの
ではなく、少しでも意識して書くきっかけになった。筆順を意識している学生もおり、これを更に進
めて、毛筆と楽しく書くことにつなげることができるだろう。しかし、「六度法」のよさを感じるた
めに、毎時間に短時間で良いので「六度法」で各時間を取ることで、文字を意識して綺麗に書く習慣
をつけることができるのではないかと思われる。
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